
明
治
二
十
四
年
九
月
二
十
四
日
、
松
方
総
理
大
臣
、
大
木
文
部
大
臣
の
一
行

が
来
校
し
、
楠
公
銅
像
木
型
の
製
作
を
視
察
し
た
。
新
聞
は
こ
れ
を
次
の
よ
う

に
報
じ
て
い
る
。

〇
雨
大
臣
楠
公
の
彫
像
を
視
る

今
度
宮
城
正
門
前
に
建
設
に
な
る
べ
き
楠
公
乗
馬
銅
像
の
木
彫
原
形
楠
公
像

② 
勅
令
第
百
三
十
七
琥
仝
第
百
四
十
一
琥
抜
抄
（
明
治
廿
四
年
七
月
廿
四
日
登
布
）

東
京
美
術
學
校

一
東
京
美
術
學
校
ハ
箱
甕
、
彫
刻
、
建
築
、
及
美
術
工
藝
ノ
技
術
者
又
ハ
普
通

ノ
圏
聾
教
員
タ
ル
ヘ
キ
者
ヲ
養
成
ス
ル
所
ト
ス

學

校

長

一

人

奏

任

教

授

奏

任

助

教

授

判

任

書

記

判

任

技

判

任

①
 

両
大
臣
の
楠
公
像
視
察

手

二
人
五
人

十
一
人
十
人

〇
官
制

官
制

（
東
京
美
術
学
校
）

関

連

事

項

(
『
東
京
美
術
学
校
一
覧
闘
闘
昇
』
）

の
を
携
へ
蹄
ら
れ
た
る
が
同
校
職
員
ハ
賢
こ
ぎ
邊
に
て
斯
く
も
美
術
に
御
心
を
懸
け

さ
せ
ら
る
4

ハ
有
難
き
こ
と
な
り
と
て
何
れ
も
感
涙
を
流
し
居
る
と
云
ふ

（
明
治
二
十
四
年
十
月
九
日
『
国
会
新
聞
』
）

は
有
名
な
る
彫
刻
家
石
川
光
明
、
高
村
光
雲
の
雨
氏
が
其
像
を
後
藤
貞
行
氏

が
其
馬
を
握
任
に
て
既
に
其
木
取
り
丈
け
出
来
せ
し
に
付
き
松
方
総
理
大
臣

大
木
文
部
大
臣
は
辻
次
官
大
島
秘
書
官
等
を
随
へ
昨
二
十
四
日
東
京
美
術
學

校
内
の
右
彫
刻
場
に
臨
み
其
の
模
様
を
検
視
せ
り

（
明
治
二
十
四
年
九
月
二
十
五
日
『
東
京
新
聞
』
）

③

日
本
青
年
絵
画
協
会
の
発
足

明
治
二
十
四
年
十
一
月
二
十
一
日
、
上
野
公
園
桜
ヶ
岡
日
本
美
術
協
会
列
品

館
で
日
本
青
年
絵
画
協
会
の
発
会
式
が
行
わ
れ
、
岡
倉
校
長
は
会
頭
に
推
戴
さ

れ
た
。
同
日
よ
り
三
日
間
、
臨
時
研
究
会

（
二
百
余
点
を
出
品
審
査
）
も
開
か
れ

た
。
当
時
の
事
務
所
は
深
川
区
清
住
町
二
十
五
番
地
川
端
玉
章
方
で
あ
る
。

同
会
は
川
端
玉
章
、
川
辺
御
楯
門
下
そ
の
他
の
青
年
画
家
（
三
十
歳
以
下
）
に

よ
っ
て
結
成
さ
れ
た
も
の
で
、
尾
形
月
耕
、
寺
崎
広
業
、
梶
田
半
古
、
村
田
丹

陵
、
山
田
敬
中
、
小
堀
柄
音
、
福
井
江
亭
、
島
崎
柳
場
等
々

、
本
校
以
外
に
あ

っ
て
岡
倉
校
長
の
方
針
に
共
鳴
し
日
本
画
革
新
の
道
を
歩
も
う
と
す
る
青
年
た

ち
の
道
場
と
な
っ
た
。
同
会
の
共
進
会
は
明
治
―
―
十
五
年
の
第
一
回
(
+
月
十

五
日
＼
三
十
一
日
、
於
本
校
々
友
会
倶
楽
部
）
の
後
、
毎
年
開
か
れ
た
が
、
岡
倉
校

長
は
褒
賞
授
与
式
に
臨
み
、
作
品
評
や
演
説
を
行
う
の
が
常
で
あ
り
、
青
年
た

ち
の
指
導
に
熱
意
を
燃
や
し
た
。
同
会
の
月
次
研
究
会
で
は
橋
本
雅
邦
、

川
端

え
あ
わ
せ

玉
章
、
川
崎
千
虎
な
ど
を
判
者
と
す
る
絵
合
の
催
し
（
明
治
二
十
七
年
九
月
二
十

三
日
第
一
回
）
な
ど
も
行
わ
れ
た
。

④

美
術
学
校
予
備
校

（
美
術
講
習
所
、
共
立
美
術
学
館
）

東
京
美
術
学
校
の
存
在
が
一
般
に
知
ら
れ
る
に
つ
れ
て
志
望
者
も
増
加
し
始
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め
、
明
治
二
十
四
年
秋
頃
の
諸
新
聞
が
こ
の
傾
向
に
つ
い
て
報
道
し
て
い
る

が
、
そ
の
中
の
一
っ

、

『
中
央
新
聞
』
（
同
年
十
月
二
日
付
）
に
は

0
新
學
生
の
方
向
雨
三
年
前
迄
は
雲
霞
の
如
く
都
下
に
群
り
来
る
學
生
の

七
八
は
大
抵
法
政
の
二
學
科
を
脩
め
ん
と
し
就
中
法
學
生
其
の
多
き
を
占
め

従
っ
て
此
種
の
學
校
は
何
れ
も
繁
昌
せ
し
が
近
頃
新
た
に
上
京
せ
る
學
生
の

目
的
は
法
政
學
に
志
す
も
の
其
敷
を
減
じ
却
て
美
術
學
生
等
増
加
し
上
野
の

美
術
學
校
は
勿
論
私
立
に
係
る
美
術
講
習
所
等
も
大
に
繁
昌
せ
り
只
醤
學
生

は
従
来
に
少
か
ら
ざ
り
し
が
近
頃
は
一
層
多
き
を
加
へ
た
る
が
如
し
と

と
記
さ
れ
て
い
る
。

右
文
中
の
美
術
講
習
所
と
は
明
治
二
十
四
年
夏
頃
本
郷
区
根
津
片
町
二
十
四

番
地
に
設
立
さ
れ
た
私
立
学
校
で
、
東
京
美
術
学
校
志
望
者
お
よ
び
そ
れ
以
外

の
美
術
家
志
望
者
の
教
育
を
目
的
と
し
て
同
年
九
月
十
七
日
に
授
業
を
始
め

た
。
教
師
は
左
記
の
と
お
り
で
あ
る
。

絵

画

科

監

督

狩

野

友

信

（四
悶
虹
瓢
）

教
師
広
川
栄
―
―
一
郎
（
虹
罪
門
ッ
）

彫

刻

科

監

督

山

田

鬼

斎

（印
紐
叱

g)

教

師

竹

内

二

郎

（虹
謡
朽
り
）

学
科
授
業
は
手
嶋
某
（
の
ち
黒
田
某
）
の
担
当
で
あ
っ
た
。
な
お
、
明
治
二
十

五
年
九
月
発
行
の
『
明
治
宝
鑑
』
（
松
本
徳
太
郎
編
）
に
は
同
校
の
こ
と
が
次
の

よ
う
に
紹
介
さ
れ
て
い
る
。

美
術
講
習
所
本
郷
根
津
片
町

普
通
學
、
臨
甕
、
新
按
、
臨
摸
、
摸
刻
、
彫
刻
、
彩
色
法
、
用
器
齋
法
、

修
業
豫
備
科
一
年
専
門
三
年
、
束
修
一
園
、
月
謝
一
闘

同
校
出
身
者
の
東
京
美
術
学
校
合
格
率
は
高
く
、
明
治
―
―
十
五
年
八
月
の
入

試
の
際
は
二
十
九
人
の
受
験
生
の
う
ち
二
十
三
人
が
合
格
し
、
し
か
も
第
一
席

か
ら
第
五
席
ま
で
は
同
校
出
身
者
が
占
め
た
。
ま
た
校
舎
の
二
、
三
室
は
東
京

美
術
学
校
生
徒
の
寄
宿
舎
に
あ
て
ら
れ
て
お
り
、
白
浜
徴
、
柏
尾
轍
一
―
一
郎
、
新

納
忠
之
介
、
菱
田
春
草
、
天
草
神
来
、
望
月
銃
三
郎
、
桜
岡
三
四
郎
、
香
取
秀

真
、
天
岡
均
一
ら
は
こ
こ
に
寄
宿
し
た
と
い
わ
れ
る
。

明
治
二
十
七
年
三
月
に
至
り
、

同
校
は
共
立
美
術
学
館
と
改
称
さ
れ
た
（
同

校
出
身
者
千
頭
庸
哉
履
歴
書
に
よ
る
）
。
そ
れ
は
、
東
京
美
術
学
校
卒
業
生
の
団
体

で
あ
る
保
有
会
が
結
成
さ
れ
、
そ
の
教
育
部
の
事
業
と
し
て
予
備
校
を
設
立
す

る
こ
と
に
な
り
、
本
郷
区
森
川
町
一
番
地
字
仲
通
二
百
四
十
一
号
に
共
立
美
術

学
館
が
開
か
れ
た
結
果
、
こ
れ
に
吸
収
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

現
在
、
東
京
都
公
文
書
館
に
は
左
記
の
共
立
美
術
学
館
設
置
願
が
所
蔵
さ
れ

て
い
る
（
規
則
書
、
教
員
履
歴
書
は
省
略
。
『
横
山
大
観
と
近
親
の
人
々
』
横
山
大
観
記

念
館
監
修

・
長
尾
政
憲
著
。
昭
和
五
十
九
年
、
鉦
鼓
洞
。
に
既
出
）
。

今

lj
紙
規
則
第
壱
條
ノ
主
旨
二
依
リ
府
下
本
郷
謳
森
川
町
壱
番
地
字
中
通

-
『
崖
共
立
美
術
學
舘
ノ
名
称
ヲ
以
テ
學
校
私
設
致
度
此
段
奉
願
候
也

明
治
二
十
七
年
四
月
廿
八
日

本
郷
麿
湯
島
新
花
町
九
十
七
番
地

東
京
府
知
事

三
浦
安
殿

設
立
者
舘
主

横
山
秀
麿

麿秀
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一
金
八
拾
五
円
也

合
計
金
百
六
拾
五
円
也

支
出

一
金
百
五
拾
円
也

一
金
拾
五
円
也

同 生
徒
百
五
十
名
月
謝
校
費

上

収
入

縮
具
皿
等

彫
刻
用
彫

刀

材

木

教
科
用
書

日
本
通
史

数
學
教
程

近
吉
中
地
理
学
支
那
帝
国
史

古

文

慎

賓

徒

然

草

芥

子

固

画

博 萬
国
地
理

砥

石

掟

木

鉤

鋸

等

画

手

本

恨

張

板

画

筆

刷

毛

木

炭

文

鎖

筆

洗

硯

一
、
開
校
時
限

午
前
八
時

一
、
教
科
用
器
具

綸
画
用

一
、
教
貧
々
数

五

名

一
、
生
徒
定
員

百
五
拾
名

東
京
市
本
郷
謳
長

日
ノ
長
短
ニ
ョ
リ
之
ヲ
参
酌
ス

教
貧
五
名
俸
給

前
件
願
出
二
付
奥
印
候
也

鴨
池
宜
之

一
金
五
拾
円
也

一
金
参
拾
円
也

合
計
金
百
六
拾
五
円
也

以
上
ハ
定
員
百
五
拾
名
二
到
ス
ル
概
算
ナ
リ

尚
定
員
未
満
ナ
レ
ハ
其
収
入
額
二
順
シ
支
出
ス
ル
モ
ノ
ト
ス

以
上
の
よ
う
に
共
立
美
術
学
館
は
東
京
美
術
学
校
第
一
回
卒
業
生
横
山
秀
麿

（
大
観
）
を
「
設
立
者
舘
主
」
と
し
、
保
有
会
監
督
の
も
と
に
設
立
さ
れ
、
二
十

七
年
四
月
―
―
―
十
日
に
東
京
府
知
事
の
認
可
を
得
た
。
大
観
は
教
員
を
兼
任
し
、

他
に
竹
内
次
郎
、
小
和
田
武
司
、
斎
藤
謙
、
島
田
友
春
が
教
員
に
就
任
。
た
だ

し
、
大
観
は
間
も
な
く
同
校
を
退
き
、
代
わ
っ
て
島
田
友
春
が
館
主
と
な
っ

た
。
板
谷
波
山
も
一
時
教
員
を
勤
め
た
。
創
業
当
初
か
ら
盛
況
で
、
二
十
七
年

六
月
ご
ろ
に
は
生
徒
数
八
十
余
名
に
及
ん
だ
と
『
錦
巷
雑
綴
』
（
第
二
巻
）
に
記

さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
明
治
三
十
一
年
春
の
東
京
美
術
学
校
変
革
の
際
に
は

同
校
も
影
響
を
蒙
っ
た
ら
し
く
、
同
年
末
に
島
田
館
主
か
ら
日
本
画
会
へ
経
営

が
委
ね
ら
れ
、
同
会
の
望
月
金
鳳
が
校
長
と
な
っ
て
い
る
。

な
お
、

『
東
京
美
術
学
校
一
覧
彗
虹
麟
丘
踪
』
（
明
治
二
十
六
年
十
一
月
発
行
）
所

載
の
卒
業
生
岡
本
勝
元
（
秋
石
）
の
勤
務
先
が
東
亜
美
術
学
館
と
記
さ
れ
て
お

り
、
こ
れ
も
美
術
学
校
予
備
校
の
―
つ
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

雑創
業
費
へ
償
却 費
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